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2012年夏に開かれた全
体会議。翻訳者と教会
の代表者が集まった。日本聖書協会が2010年に新しい翻訳事業を開始して3年余り

経ちました。同年発行のソア35号で本事業開始にいたる経緯
や概略についてご説明しましたが、今号では、本事業の特徴
と翻訳作業上の困難な側面をお伝えします。新しい日本語聖書
をご理解いただくとともに、ぜひご期待ください。 ──編集部

　

こ
の
た
び
の
翻
訳
事
業
に
は
「
新
し
い
」
と
い
う
言

葉
が
つ
い
て
い
る
の
で
、『
新
共
同
訳
』
と
は
ま
っ
た
く

違
う
新
し
い
翻
訳
な
の
だ
、
と
い
う
印
象
を
与
え
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
し
実
際
は
、『
口
語
訳
』
や
『
新
共
同

訳
』
を
中
心
に
、
過
去
の
翻
訳
の
労
苦
や
業
績
の
上
に

立
っ
た
翻
訳
で
あ
り
、
ゼ
ロ
か
ら
訳
す
翻
訳
で
は
な
く
、

そ
の
集
大
成
と
も
言
え
る
も
の
で
す
。
で
は
、
今
回
の

翻
訳
事
業
は
過
去
の
邦
訳
聖
書
、
特
に
『
新
共
同
訳
』

と
は
ど
こ
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　
『
新
共
同
訳
』
は
、
日
本
語
と
し
て
の
自
然
さ
と
分
か

り
や
す
さ
を
目
指
し
ま
し
た
。
こ
の
点
で
は
た
い
へ
ん

す
ぐ
れ
た
翻
訳
で
、
専
門
家
か
ら
も
良
い
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、「
冗
長
な
箇
所
が
多

い
の
で
、
リ
ズ
ム
の
あ
る
文
章
、
教
会
で
の
朗
読
に
ふ

さ
わ
し
い
、
格
調
あ
る
美
し
い
文
章
に
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
要
望
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。
そ
こ
で
、『
新
共

同
訳
』
の
良
さ
を
保
ち
な
が
ら
、
よ
り
し
ま
っ
た
、
よ

り
美
し
い
邦
訳
聖
書
を
生
み
出
し
た
い
と
い
う
の
が
、

今
回
の
事
業
の
最
大
の
特
徴
と
言
え
ま
す
。

　

そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
新
し
い

方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

①
原
語
担
当
者
と
日
本
語
担
当
者
の
二
人
三
脚

　

今
ま
で
は
、
聖
書
原
語
を
理
解
す
る
方
々
を
中
心
に

翻
訳
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
最
終
的
に
日
本
語
の
専
門
家

新翻訳事業
標
S t a n d a r d

準となる日本語訳聖書を求めて

新
翻
訳
事
業
の
特
徴

特
集
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2013年夏合宿での第三稿の話し合い

③
本
文
注

　

自
然
で
美
し
い
日
本
語
を
目
指
す
と
、
直
訳
か
ら
離

れ
る
場
面
も
生
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
事
業
に
お
い

て
は
、
脚
注
に
直
訳
な
ど
を
記
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。

④
モ
ニ
タ
ー
制
度

　

翻
訳
が
出
来
上
が
る
と
、
書
の
単
位
で
印
刷
し
て
、

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、
翻
訳
文
の
評

価
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
評
価
を
検
討
し
、
最

終
的
に
本
文
を
決
定
し
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
方
法
で
、
原
典
に
忠
実
で
あ
り
な
が

ら
、
よ
り
良
い
日
本
語
の
聖
書
を
生
み
出
そ
う
と
し
て

が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
事
業
で
は
、
原
語
担
当
者
と
日
本
語

担
当
者
が
最
初
か
ら
二
人
三
脚
で
翻
訳
を
行
い
ま
す
。

原
語
担
当
者
は
原
典
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
日
本
語

担
当
者
は
そ
れ
を
よ
り
良
い
日
本
語
に
す
る
の
で
す
。

こ
の
方
式
は
、
二
〇
〇
四
年
に
刊
行
さ
れ
て
成
功
を
収

め
た
最
新
の
オ
ラ
ン
ダ
語
聖
書
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
す
。

②
朗
読
チ
ェ
ッ
ク

　

あ
る
程
度
、
稿
が
進
ん
だ
段
階
で
、
そ
れ
ま
で
ま
っ

た
く
本
文
に
触
れ
て
い
な
い
二
人
の
方
に
朗
読
チ
ェ
ッ

ク
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
人
が
朗
読
し
、
も
う
一
人
が

そ
れ
を
聞
い
て
、
同
音
異
義
語
、
分
か
り
に
く
い
単
語
、

句
読
点
の
位
置
な
ど
、
気
が
つ
い
た
点
を
指
摘
し
、
そ

れ
を
翻
訳
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
ま
す
。
こ
う
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
典
礼
で
の
朗
読
に
ふ
さ
わ
し
い
聖
書
に

す
る
と
い
う
目
標
に
よ
り
近
づ
き
ま
す
。

い
ま
す
。

　

本
事
業
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
か

ら
、
聖
書
を
翻
訳
し
て
い
く
上
で
難
し
い
点
を
尋
ね
ら

れ
ま
す
。

　

翻
訳
作
業
の
困
難
な
点
の
一
つ
は
、
原
典
に
形
式
的

に
近
い
も
の
か
、
日
本
語
と
し
て
自
然
な
も
の
か
と
い

う
綱
引
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
の
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
原
語
の
語
順
に
近
づ
け

る
の
か
、
日
本
語
の
自
然
な
語
順
に
す
る
の
か
と
い
う

点
で
す
。
た
と
え
ば
、『
新
共
同
訳
』
イ
ザ
ヤ
書
四
〇
章

二
節
は
、
第
一
稿
で
は
次
の
よ
う
に
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
語

順
の
ま
ま
で
し
た
。

　

語
り
か
け
よ
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
心
に

こ
れ
が
最
終
稿
で
は
次
の
よ
う
に
直
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
ル
サ
レ
ム
の
心
に
語
り
か
け
…
…
よ

　

ま
た
、
代
名
詞
を
訳
出
す
る
か
、
極
力
省
く
か
と
い

う
点
も
あ
り
ま
す
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
や
ギ
リ
シ
ア
語
の
原

文
で
は
「
彼
は
」「
彼
ら
は
」「
あ
な
た
が
た
は
」
が
頻

出
し
ま
す
。
原
語
担
当
者
は
、
原
文
に
あ
る
の
で
代
名

詞
を
残
し
た
い
。
し
か
し
日
本
語
担
当
者
は
、
そ
れ
は

不
自
然
な
の
で
省
き
た
い
。
そ
う
い
う
綱
引
き
が
あ
り

す
ぐ
に
あ
な
た
の
道
を
歩
ま
せ
て
く
だ
さ
い
」
は
意
訳

で
す
。
直
訳
す
る
と
新
翻
訳
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

箴
言
一
章
一
八
節
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
（『
新
共
同
訳
』）

　

待
ち
伏
せ
て
流
す
の
は
自
分
の
血
。

　

隠
れ
て
待
っ
て
も
、
落
と
す
の
は
自
分
の
命
。

　
（『
口
語
訳
』）

　

彼
ら
は
自
分
の
血
を
待
ち
伏
せ
し
、

　

自
分
の
命
を
伏
し
て
ね
ら
う
の
だ
。

　
『
口
語
訳
』
は
直
訳
の
た
め
意
味
が
分
か
り
に
く
い
で

す
が
、『
新
共
同
訳
』
は
す
っ
き
り
と
意
味
が
分
か
り
、

リ
ズ
ム
も
あ
り
ま
す
。
日
本
語
と
し
て
は
『
新
共
同
訳
』

の
ほ
う
が
良
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
は
か
な
り
の
意
訳

と
な
り
ま
す
。
新
翻
訳
で
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
今

後
の
課
題
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
聖
書
の
翻
訳
に
お
い
て
は
、
原
典
に

忠
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
自
然
で
美
し
い
日
本
語

に
す
る
と
い
う
二
つ
の
相
反
す
る
求
め
を
何
と
か
一
つ

に
す
る
点
に
大
き
な
困
難
さ
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
先
ほ
ど
の
具
体
例
を
ど
う
思
わ
れ
ま
す

か
。

　

今
回
の
翻
訳
事
業
で
は
、
十
分
な
時
間
を
か
け
て
一

ま
す
。

　

文
章
が
冗
長
に
な
る
と
し
て
も
分
か
り
や
す
く
す
る

の
か
、
分
か
り
に
く
く
て
も
短
く
す
る
か
と
い
う
問
題

も
あ
り
ま
す
。『
新
共
同
訳
』
の
一
部
で
は
、
分
か
り
や

す
さ
を
目
指
し
た
た
め
に
説
明
的
に
な
り
、
単
語
が
長

く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
こ
と
は
極
力

や
め
る
と
い
う
の
が
今
回
の
方
針
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
詩
編
一
編
一
節
の
「
ラ
シ
ャ
ー
」
と
い

う
ヘ
ブ
ラ
イ
語
は
、『
新
共
同
訳
』
で
は
「
神
に
逆
ら
う

者
」
と
訳
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
「
悪
者
」
あ
る
い

は
「
悪
し
き
者
」
と
な
る
予
定
で
す
。

　

詩
編
五
編
九
節
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

 　
（『
新
共
同
訳
』）

　

主
よ
、
恵
み
の
御
業
の
う
ち
に
わ
た
し
を
導
き

　

ま
っ
す
ぐ
に
あ
な
た
の
道
を
歩
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
（
新
翻
訳
第
三
稿
）

　

義
を
も
っ
て
、
わ
た
し
を
導
い
て
く
だ
さ
い
。

　

�

わ
た
し
の
前
に
、
あ
な
た
の
道
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
『
新
共
同
訳
』
で
は
「
ツ
ェ
ダ
カ
ー
」
と
い
う
ヘ
ブ
ラ

イ
語
は
「
恵
み
の
御
業
」
と
訳
さ
れ
ま
し
た
。
分
か
り

や
す
く
す
る
た
め
、
説
明
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
今
回
は
、『
口
語
訳
』の
よ
う
に
「
義
」
あ
る
い
は
「
正

義
」と
訳
す
予
定
で
す
。
ま
た
、『
新
共
同
訳
』の「
ま
っ

つ
一
つ
の
文
言
を
熟
成
さ
せ
、
神
の
言
葉
が
、
そ
れ
を

聞
く
一
人
一
人
の
心
に
迫
る
よ
う
な
聖
書
翻
訳
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
明
治
時
代
の
『
文
語
訳
』

の
よ
う
に
、
将
来
の
日
本
語
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
聖

書
を
出
し
た
い
と
い
う
願
い
も
あ
り
ま
す
。
拙
速
な
翻

訳
で
は
、
教
会
に
も
社
会
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
。

　

し
か
し
同
時
に
、
あ
ま
り
時
間
を
か
け
る
と
、
事
業

自
体
が
立
ち
行
か
な
く
な
り
、
出
版
に
ま
で
至
り
ま
せ

ん
。
翻
訳
者
が
翻
訳
し
、
委
員
会
で
検
討
す
べ
き
文
言

は
三
万
七
〇
〇
〇
節
（
一
三
六
五
章
）
に
も
及
び
、
翻

訳
と
会
議
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
か
ら
で
す
。

　

ま
さ
し
く
、
こ
の
事
業
を
実
現
す
る
に
は
、
神
ご
自

身
の
お
働
き
を
求
め
る
祈
り
が
不
可
欠
で
す
。『
新
共
同

訳
』
を
牽
引
し
て
い
っ
た
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
神
父
は
、
聖

書
翻
訳
は
神
の
わ
ざ
で
あ
る
と
語
っ
て
背
後
の
祈
り
を

要
請
し
、
意
見
が
対
立
す
る
会
議
で
は
、
途
中
の
休
み

時
間
に
祈
る
方
で
し
た
。
今
回
の
事
業
で
も
皆
様
の
ご

理
解
と
お
祈
り
を
願
う
も
の
で
す
。

翻
訳
作
業
の
難
し
い
点

最
後
に

特
集
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聖書 新共同訳（1987年～）
写真はこれまでで最も薄い22g/㎡薄葉紙に印刷された最新シリーズ
（ポケットバイブル：A7判、ハーフボリュームバイブル：B6判）

口語訳聖書（1955年～）

文語訳聖書（1887年～［新約は1917年改訳］）

翻訳事業ソフト“パラテキスト”の画面
原語と進行中の新翻訳の訳文、さらに既存の各国
語、また、邦訳聖書を画面に並べることができま
す。さらにSkypeを利用して、遠方の翻訳者と検
討しながら翻訳を進めることが可能。

この特集記事をお読みになって、ご意見やご感想がございましたらソア編集部宛FAXにてご連絡ください。（FAX.03-3567-4436）

特
集

新翻訳（作業中）と、既存の訳文との比較　

翻訳作業プロセス

表内の聖書本文中の 「 や 『 に対する 」、 』 については考慮していません　※新翻訳は、さらに変更する可能性がございます

旧約の例　ハバクク書第1章12～13節
節 文語訳 口語訳 新共同訳 新翻訳・第五稿※

12 ヱホバわが神わが聖者よ 汝は永遠より在
いま

すに非ずや 我らは死なじ ヱ
ホバよ汝は是

これ

を審
さ ば き

判のために設け給へり 磐
いは

よ汝は是を懲
こらしめ

戒のために
立て給へり

わが神、主、わが聖者よ。 
あなたは永遠からいますかたではありませんか。 
わたしたちは死んではならない。 
主よ、あなたは彼らをさばきのために備えられた。 
岩よ、あなたは彼らを懲らしめのために立てられた。

主よ、あなたは永遠の昔から 
わが神、わが聖なる方ではありませんか。 
我々は死ぬことはありません。 
主よ、あなたは我々を裁くために 
彼らを備えられた。 
岩なる神よ、あなたは我々を懲らしめるため 
彼らを立てられた。

主よ、あなたは永遠の昔から  
わたしの神、わたしの聖なる方、 
不死のお方ではありませんか。  
主よ、あなたは我々を裁くために  
彼らを定められた。  
巌
いわお

なる方よ、あなたはわたしたちを罰するために  
彼らを立てられた。

13 汝は目清くして肯
あへ

て悪
あく

を観
み

給はざる者 肯て不義を視
み

給はざる者なる
に何ゆゑ邪

よこしま

曲の者を観すて置き給ふや 悪しき者の己にまさりて義
ただし

き
者を呑

のみ

噬
くら

ふに何ゆゑ汝黙し居
ゐ

給ふや

あなたは目が清く、悪を見られない者、 
また不義を見られない者であるのに、 
何ゆえ不真実な者に目をとめていられるのですか。 
悪しき者が自分よりも正しい者を、のみ食らうのに、 
何ゆえ黙っていられるのですか。

あなたの目は悪を見るにはあまりに清い。
人の労苦に目を留めながら捨てて置かれることはない。
それなのになぜ、欺く者に目を留めながら黙っておられるのですか
神に逆らう者が、自分より正しい者を呑み込んでいるのに。

あなたの目は悪を見るには清らかで  
労苦を見るに忍びない。  
裏切り者に目を留めながら  
悪しき者が義

ただ

しい者を呑み込んでいるのに  
なぜ黙っておられるのですか。

翻訳者グループ

編集委員会

翻訳チーム　原語担当、日本語担当2名で1チーム。

翻訳者委員会
担当チーム2名、翻訳者
兼編集委員2名、その他。

専門アドバイザー
考古学、社会学、ユダヤ
学などの専門家数名。

外部モニター
1チーム6名を4チーム、
計24名。1チームが聖書
の1/4を担当。

編集委員会
翻訳者、聖書学者、教
義学者、日本語担当、典
礼・女性の専門家、事務
局員。

・旧約部会
・続編部会
・新約部会
・日本語部会

1稿  初 稿

2稿  改 稿

3稿  新 稿

4稿  チーム最終稿
朗読チェックを受けて検討

翻訳者委員会による検討

編集委員会による検討

外部モニターの意見を検討

専門分野からの助言

パイロット版

5稿  翻訳者最終稿

6稿  編集委員会稿

7稿  最終稿

8稿  理事会による承認

ジャンル分析

原語担当 日本語担当

新約の例　ヨハネの黙示録第2章18～19節
節 文語訳 口語訳 新共同訳 新翻訳・第五稿※

18 テアテラに在る教
けうくわい

会の使
つかひ

に書きおくれ。
「目は焔

ほのほ

のごとく、足は輝ける真
しん

鍮
ちゆう

の如くなる神の子かく言ふ、
テアテラにある教会の御使に、こう書きおくりなさい。 

『燃える炎のような目と光り輝くしんちゅうのような足とを持った神の
子が、次のように言われる。

ティアティラにある教会の天使にこう書き送れ。
『目は燃え盛る炎のようで、足はしんちゅうのように輝いている神の子
が、次のように言われる。

ティアティラにある教会の使いに、こう書き送れ。
『燃え上がる炎のような目と、燃えている炉から注ぎ出される青銅のよ
うな足を持つ神の子が、次のように言われる。

19 われ汝の行
おこなひ

為および汝の愛と信仰と職
つとめ

と忍耐とを知る、又なんぢの初
はじめ

の行為よりは後
のち

の行為の多きことを知る。
わたしは、あなたのわざと、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐とを知って
いる。また、あなたの後のわざが、初めのよりもまさっていることを知っ
ている。

「わたしは、あなたの行い、愛、信仰、奉仕、忍耐を知っている。更に、
あなたの近ごろの行いが、最初のころの行いにまさっていることも知っ
ている。

「わたしは、あなたの行いと愛と信仰と奉仕と忍耐を知っている。また、
あなたの近ごろの行いが以前の行いにまさっていることも知っている。

検討委員会
各教派から派遣された委
員、その他、約20名。

検討委員会への諮問


